


































































する。全二六〇もの逸話のうち約三〇 話の中でこうした多岐にわたる女性たちが重要なキャラクターとして登場するという点で、 『神の書』は一二世紀 神秘主義文学としては異彩を放った作品といえよう。
7———　となり合う〈遠き〉アジア　———
『神の書』で最も目を引く女性像は、第一章すべてを占める物語「夫が旅に出てしまった高潔な女の話」の主人公である。また、逸話ごとに異なる役割を担ってあちこち 逸話に登場する老婆も実に魅力的な存在で、王に堂々と進言したり、正気とは思えないのに放つ言葉に重みがあったり、と目が離せない。そこで、ここでは『神の書』の数多の説話の中から第一章の
物語の女主人公と 複数の逸話 登場する老婆とに的を絞り、アッタールが各々の女性 託した思いを探り、当時の女性に対するアッタールの目線を浮き彫りにすることを試みる。一．夫が旅に出てしまった高潔な の物語
（第一章第一話）





ブ人が救う。アラブ人 庇護の下で快復した女はすっかり美貌を取り戻すが、女の美貌を知ったアラブ人は自分 二番目の妻にしようとする。自分は人妻 身であるからとそれを断り アラブ人も女の誠実さを理解 、二人は兄妹の契りを交わす。ところが、アラ の下で働く黒 の下僕が女 恋し、女 告白する。相手にされなかった黒人 下僕は、アラブ人の妻が産んで間もない赤ん坊を殺し、女に濡れ衣を着せる。 の無実を信じたものの、女をこのまま家に置いておくわけに いかないと判断したアラブ人から銀貨三百枚を受け取り、女はアラブ人の許を去る。
女がしばらく歩いていくと、とある村で税を納められなかっ




での苦労を味わった 考え 女は男装 、町の人々にその土地の王に会わせてほしい 伝える。美しい男に会い、事の顛末を聞いた王は、男の望み通りに神殿を建て、そこで男が神の崇拝に努めることを許す。
やがて王の死期が迫り来ると、王は王国をこの男に託そうと
する。男は妻選び 称して百人の高貴な娘とその母親を集め、自らが女であることを告げる。女は自分の代理とし 王国を治める男を選び、自らは神殿での礼拝に努める。女の名声は世の中に広まり、この聖女が神に願うことは必ず叶えられ とか、手足の不自由な者も彼女の許に来れば歩い 帰るようになといった噂が広まる。　
メッカ巡礼に行っていた夫 家に戻ると、妻の姿がないう
え、弟が視力を失い、手も足も不自由 なっているの 目にする。弟は自分に有利な嘘の話を兄 聞かせ、女は石打ち刑で死んだと伝える。落胆しきった夫だったが、弟が視力を失 、手足が動かないことに心を痛 、かの奇跡を起こす女の話を耳にし、弟をそこへ連れて くことにし、二人で旅に出 。道中、偶然アラブ人の家に泊まった二人は そ 家の黒人の下僕も同様に視力を失い、手足が動かないのを見て 一緒に旅に出ようと誘う。連れ立った彼らが次に泊ま 宿の所有 が、偶然、
件の絞首刑から救われた若者であった。その若者もまた、視力を失い、手足が不自由になっていたのだった。　
四人が揃って女の許にやって来ると、女はすぐに全員を見極
め、苦悩するが、罪深い三人 、治療の条件は真実を話すことであると提示する。三人がようやく真実を語ったところで、女は三人をもとの身体に戻し、夫と二人きりになったところで自分が誰なのかを夫に明かす。夫との再会を喜び合った後、女は夫を王座に据え アラブ人を大臣にし、悪党三人 も財産を与え、自 は幸せを みしめながら神殿で神に仕え続けたのだた。物語の分析　
我々にサド侯爵の『美徳の不幸』を想起させるようなこの第
一話の冒頭部分では、ペルシア古典文学の伝統ともいえる比喩表現を駆使した、主人公の美貌の形容の連続に目を奪われる。「昼のように明るい顔と夜のような黒髪










































勇敢さが語られ、この物語 主人公がほぼ非の打ち所のない完璧な女性であることが窺われる。しかし、こ 彼女 美貌と美徳が自身に不幸を呼び込むことになるのである。
物語は主人公自身全く予想だにしない出来事によって動き始
める。その後度重なる事件は女を不幸へと導くようにしか見えず、彼女の苦難に満ちた旅には、道標もなければ神秘主義道に不可欠な導師も見当たら い。ただひたすら 、天 導くままとでも言うべきか、神が定め 運命に翻弄され、女は旅を続ける。　
しかし、この物語には単に読者の興味を引く読み物である
みならず、神秘主義修行者に対する 要な教えやメッセ ジがふんだんに盛り込まれてい ことを見逃してはな まい。ストーリーの展開を追って、神秘主義的側面からアッタール 教えを見ていこう。
義弟の嘘を信じた裁判官によって石打ち刑 処された女は、
明らかに世間の非難の的となった。この非難は、神秘主義道を歩むうえで不可欠と考え れる「マラーマティー」が体現 れていると見做すことができる マラーマティーとは 表面上の
敬虔さや見せかけの善行は本来意味を持たないため、人間は神からの褒美や他人からの賛辞を求めるべきではなく、自らを進んで非難の対象とすべきである、という考え方である。これがアッタール この物語から抽出できる第一の教え ある。
また、物語の前半部分で、女はさまざまな男たちの情欲と正



































り、その噂を聞きつけ、かつて彼女を不幸に陥れた張本人たちがそうとは知らずに彼女を頼ってやっ 来る。しかも、彼らを引き連れてきたのは の夫であ 。どうすべきか苦悩した結果、女はすべてを正直に話せば治療に応じる男たち 告げる。男たちも逡巡した挙げ句ついには真実を語り、身体 不自由さから解放されるに至るのである。九番目のメッセージは、自分のために他人を騙し欺 、虚偽を求めることに対する報いである。　
それと同時に、この場面での女の対応は、模範的神秘主義修
























































































逸話でも、例えばガズナ朝のスルタン・マフムードに向かって堂々と物申す姿や、きらびやかな王侯貴族を「着飾る とに夢中とはなんと哀れな奴」と平然と批判したりする老婆の姿も描かれている。いわば、社会の不満の代弁者として、アッタールは老婆に重要 役割を担わせてい のである。
しかし、老婆が自分の家は燃えないと豪語したのには、別の

















心を燃やすことも愛の苦痛を味わうこともないままに師 なり、多くの弟子がいることを誇りにしている。この自尊心 いう帳、自分というありがたい存在が人々を幸福にしてやれるのだという奢った考えがある限り、隠者は不完全なままであると老婆は指摘し、自分と同じ空間に身を置 には、愛を経験 愛の苦痛や苦難に耐えよ、 隠者に向かって言い放つ である。この物語で 、老婆がシャイフに対し、彼が不完全で未熟だと叱責するところから始まるが かのシャイフ・サンア ンはある夢を見たことがきっかけとなり、その後愛 翻弄され、愛に起因する多く 不幸に見舞われ 。この叱責や夢 うほんの
14
些細に見える出来事こそが、自尊心という帳を取り払うために神から与えられた恩寵というわけである。アッタールの抒情詩では、美しい人間の姿で現れる神や大天使ガブリエル、キリスト教徒、キリスト教徒 子供、ペルシアの美少年、トルコ人、美女らが隠者の前 現れ、隠者を愛という酒に酔わせ、モスクや庵から連れ出す。そして、隠者は世間の非難と危険に満ちた小路を彷徨った挙げ句、ようやく愛の対象 邂逅するに至る。　
二番目の逸話の後半部分は、アッタールが読者一般に向けて
語る忠告である。この物語の読者がどのような立場の人であれ、多くの人が何 しら自分は社会の役に立ってきたと思っているであろうし、そう思い いのが人の常である。しかし、その考えに対しアッタールは「そ ほどまで 思い上がりは、最後の審判の日にあなたの行状を記したノートを悪行 埋め尽くすだけ。おお 愛しい者よ、外見や形式にとらわれず、愛する対象へ 愛の炎 自らを焼き尽くしてしまう よ 」と呼びかける。精魂込めて心から愛した結果、 たとえ命果て も、愛の対象に到達できた ればそれ以上の幸せはないはず、と説くのである。　
ペルシア文学では、蝋燭がぽたぽたと蝋を垂らしながらあか
あかと燃えるさまは、恋する者が愛しい人を思いなが 会えい苦悩に涙を流すさまと重ねて表現される。蝋燭は一晩燃え続ければたいてい燃え尽きてしまうだろう。一晩泣き明かした挙句朝に命が果てたのであれば、それは恋す 者 とって本望とアッタールは説く。情熱的で激しい、真 愛を、できるだけ多くの人々に知らしめたいと強く願う 詩人という表現者の思いの丈が凝縮された、実に美しい比喩表現である。
おわりに『神の書』の完璧な女性像や老婆の姿を通し、我々は修行という苦難も、真の愛も経た後に、ようやく「神」に到達できるという教えを授かった。しかし、 「神」とアッタールが称するものの正体とは何か。ふと疑問が湧く。魂の究極の平穏や安寧が保証された境地のことではないのだろうか。前出のプールナームダーリヤーン 最新の学会発表において、完全なる性質(ṭebāʻ-e tām
) についての研究の結果、神秘主義修行者たちが神と
の邂逅と称するも は、実際には「自分自身の天使の部分」あるいは「天界的な自分」との出会いである 指摘 た
20。人間
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versity of Isfahan, 12
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th of A
pril, 2015
でのプールナームダーリヤーン氏
の口頭発表による。
